
  

 

 

 

 

ニュースレター第 15 号をお届けいたします。今号は樋野先生のお言葉と、今月からスタッフに加わった新田さんにご

挨拶いただきました。 今回は韓国でカフェを開設された平田さんファミリーと、中国籍で日本の製薬会社で働かれてい

る参加者様、また岡山からの参加者様と国を超え、地域を超え、年代を超えた交流の場となり、学び多き時でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OCCメディカル・カフェ ニュースレター 『賢明な寛容:the wise patience』 第１5号  

                      2024年 3月  発行『お茶の水メデイカル・カフェ in OCC』 

 

世界の懸け橋 〜 真摯な対応 〜 
 

樋野興夫（順天堂大学名誉教授、新渡戸稲造記念センター長、恵泉女学園理事長） 

 

     

 

『お茶の水メデイカル・カフェ in OCC』は 2012年にスタートした。 今年(2024年)

は、12周年記念である。 この度、編集長の山崎智子先生から、『OCCカフェ 12周年

記念誌』発行される運びとなった。 楽しみである。 

 

最近、『お茶の水メデイカル・カフェ in OCC』は、海外からも注目されている。 先

日(3 月 23 日)は、韓国、中国の方も参加された。 日本も岡山から日帰りで出席され

た。『世界の懸け橋＝OCC カフェ』を実感する日々である。 スタッフの皆様が、『賢

明な寛容と配慮＝多様性のある居場所』を常に心に留めて、真摯に対応されている故

である！  

 

『練られた品性と綽々たる余裕＝お茶の水メデイカル・カフェ in OCCの真髄』であ

る。 これが、『お茶の水メデイカル・カフェ in OCC』の時代的意義ではなかろうか！ 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 年以上保健師・看護師として医療に従事して来た私は、2018年 4 月に両側乳がんの診断を受け 6

月に手術を受けました。“看護職でありがん患者となった経験が何かの役に立たないかな”と思ってい

た時に樋野先生のご著書「人の心に贈り物を残していく」を読み、“手術が済んだら私もがん哲学外来

カフェのお茶くみがしたいな”と思いました。しかし私の手術の２か月後に夫のがんがわかり、闘病

と仕事でカフェへの参加が叶わないまま時が経ってしまいました。夫が亡くなり、仕事を辞めて時間

に余裕ができた時、友人ががん哲学外来に誘ってくれました。そして昨年の１月に OCC メディカルカ

フェに初めて参加させていただきました。 

“看護職として何か役に立てれば…”どころではなく、OCCメディカルカフェはとても居心地のよい場

で私自身が癒され勇気をいただきました。以来、参加して皆さんにお会いすることが楽しみになりま

した。 

この度 OCC メディカルカフェをスタッフとしてお手伝いさせていただくことになりました。亡夫と

私の母校・順天堂がある懐かしいお茶の水の地で、あの時に望んだ“お茶くみ”のお役目をいただいた

ご縁がうれしいです。“空っぽの器”の担い手になれるよう精進したいと思っています。どうぞよろし

くお願い申し上げます。         

 

              お茶の水メディカル・カフェ in OCC スタッフ 新田幸代 

 


